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は数多く、4 年に一度開催される FIFA ワールドカ
ップ（以下 WC と略記）あるいは UEFA ヨーロッパ
選手権（以下 EURO と略記）に代表される世界の
強豪国が競い合う大会が分析対象となることが多
い（Acar et al., 2009; Hughes & Franks, 2005; 
Reep & Benjamin, 1968; Saito et al., 2013; 
Yamanaka et al., 1993）。 
Reep & Benjamin (1968)は「得点の 80%はパス
3 本 以 内 の 攻 撃 に よ っ て 生 ま れ る 」 と 、 ま た
Hughes (1990)は「得点の 87%はパス 5 本以内の
攻 撃 によって生 まれる」と結 論 付 けた。さらに、
Acar et al.(2009)は、2006 年 WC を分析した結
果、「得点の 61%は 10 秒以内の攻撃であった」と
報告している。一方、Hughes & Franks (2005)は





率 は 上 が る 」 と 主 張 し た 。 さ ら に 、 Jones et al. 
(2004)は「成功したチームはそうでないチームと比
較して、より長い時間ボールを保持している」と結









ることは困難である。2010 年 WC では優勝したス
ペインに代表されるように、ポゼッション主体の攻
































2012 年 EURO における全 31 試合のうち、オー
プンプレー中に、相手チームからボールを奪取し
























記述分析法（樋口ら, 2012; Hughes & Churchill, 






















ッカー協会公認コーチライセンス（S 級 1 名、B 級
1 名、C 級 1 名）を保持し、かつⅠ種チーム（大学

















































サードの場合には 7.0～7.9 秒と 8.0～8.9 秒の階
級の度数、アタッキングサードの場合には 1.0～
1.9 秒と 2.0～2.9 秒の階級の度数が最も多かっ
た。 















められた（AT < MT.DT , MT < DT）。 
表 1 エリア別の「速攻」と判断されたプレーの平均時間と標準偏差 
エリア プレー数 平均時間 標準偏差 
全エリア 203 7.1 4.47 
アタッキングサード(AT) 74 2.9 1.78 
ミドルサード(MT) 76 7.6 3.28 
ディフェンディングサード(DT) 53 12.4 2.01 
 

















図 4 「速攻」と「ポゼッション攻撃」の割合のヒストグラム（ディフェンディングサード） 
 



































































































































表 2 速攻の目安時間 
エリア 目安時間 
アタッキングサード 3.9 秒以内 
ミドルサード 8.9 秒以内 
ディフェンディングサード 13.9 秒以内 
  
本稿では、世界トップレベルの大会である 2012
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